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過
去
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
二
〇
万
件
以
上
の
テ
ロ
事
案
が
収
め
ら

れ
て
い
る
米
国
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
と
、「
対
テ
ロ
戦
争
」
が
開
始
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
、
世
界
の

テ
ロ
総
件
数
は
一
九
一
二
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
新
デ
ー
タ

（
二
〇
一
九
年
）
で
は
八
〇
〇
〇
件
以
上
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
四

倍
以
上
も
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
対
テ
ロ
戦
争
」
を
主
導
し
た
米
国
に
は
、
同
国
が
脅
威

と
み
な
し
制
裁
対
象
と
し
て
い
る
「
海
外
テ
ロ
組
織
」
の
指
定
制
度

防
衛
大
学
校
教
授

宮
坂
直
史

テ
ロ
組
織
は
変
貌
す
る
。一
国
内
の
地
下
組
織
か
ら
始
ま
り
、

領
域
支
配
す
る
“
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
”
に
発
展
す
る
と

国
家
が
単
独
で
対
処
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
と
な
る
。

段
階
を
分
析
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
対
処
が
必
須
だ
。

み
や
さ
か　

な
お
ふ
み　
一
九
六
三
年
生
ま

れ
。
慶
應
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
大
学

院
、
専
修
大
学
専
任
講
師
を
経
て
、
九
九
年

防
衛
大
学
校
助
教
授
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
現

職
。
著
書
に
『
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
論
』『
日
本

は
テ
ロ
を
防
げ
る
か
』『
実
践
危
機
管
理　

国

民
保
護
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
』、
編
著
書
に
『
対

テ
ロ
国
際
協
力
の
構
図
』
ほ
か
。

米
軍
撤
退
期
限
の
八
月
三
一
日
、
車

列
を
組
ん
で
首
都
カ
ブ
ー
ル
を
パ

ト
ロ
ー
ル
す
る
タ
リ
バ
ン
の
兵
士

（
A
b
a
c
a
／
ア
フ
ロ
）

国
際
テ
ロ
組
織
の「
進
化
形
態
」を
探
る

—
—

タ
リ
バ
ン
、
ア
ル
カ
イ
ダ
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
L
の
成
立
過
程
と
対
処
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が
あ
る
。
９
・
11
テ
ロ
当
時
は
全
二
六
組
織
（
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に

分
類
可
能
な
の
は
九
つ
）
だ
っ
た
。
そ
れ
が
現
在
は
七
二
組
織
に
増

え
て
お
り
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
Ｉ
Ｓ
の
名
を
冠
す
る
組
織
が
一
四
も
含

ま
れ
て
い
る
。

　

テ
ロ
総
件
数
の
約
三
分
の
二
は
組
織
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
、
そ
の

組
織
数
は
最
近
一

年
間
で
も
二
六
五

に
及
ぶ
。
テ
ロ
情

報
分
析
の
専
門
家

で
も
一
〇
〇
団
体

以
上
を
ス
ラ
ス
ラ

挙
げ
る
の
は
難
し

い
。
二
〇
〇
以
上

そ
ら
ん
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、

お
そ
ら
く
テ
ロ
マ

ニ
ア
だ
け
だ
ろ

う
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の

中
に
は
、
休
眠
組

織
も
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。
戦
術
的
休
眠
な
の
か
、
事
実
上
解
散
し
て
い
る
の
か
は
不

明
の
も
の
も
多
い
。
い
わ
ゆ
る
“
一
発
屋
”
で
終
わ
る
連
中
も
い
る

に
ち
が
い
な
い
（
売
名
行
為
の
ご
と
く
事
件
を
派
手
に
一
回
だ
け
起

こ
す
）。
テ
ロ
組
織
の
平
均
寿
命
は
七
年
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
大
半
は
解
散
宣
言
な
ど
出
さ
な
い
の
だ
か
ら
、
何
を
も
っ
て
終

わ
り
と
判
定
す
る
の
か
は
実
は
難
し
い
。
弱
体
化
し
、
鳴
り
を
潜
め

て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
監
視
を
怠
れ
ば
、
ペ
ル
ー
日
本
大
使
公
邸
占

拠
事
件
（
一
九
九
六
～
九
七
年
）
の
よ
う
な
大
事
件
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
も
あ
る
の
だ
か
ら
油
断
は
で
き
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
下
で
テ
ロ
件
数
が
急
増
し
テ

ロ
組
織
も
増
殖
し
、
二
〇
年
前
よ
り
も
情
勢
は
確
実
に
悪
化
し
た
。

テ
ロ
組
織
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
は
、「
対
テ
ロ
戦
争
」
か
ら
教

訓
を
引
き
出
す
た
め
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

テ
ロ
組
織
は
変
貌
す
る

　

テ
ロ
組
織
は
し
ば
し
ば
名
前
を
変
え
る
。
リ
ー
ダ
ー
も
よ
く
代
わ

り
、
構
成
員
数
も
急
に
大
き
く
変
動
す
る
。
拠
点
や
ア
ジ
ト
も
移
転

す
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
以
上
に
こ
の
二
〇
年
間
、
米
国
も
国
際
社
会

も
テ
ロ
組
織
の
形
態
の
変
化
に
翻
弄
さ
れ
た
。

　

テ
ロ
組
織
は
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
、
図
で
示
し
た
よ
う
に
、
地
下

組
織
か
領
域
支
配
か
、
ロ
ー
カ
ル
か
グ
ロ
ー
バ
ル
か
で
四
タ
イ
プ
に

図  テロ組織の4類型と変化

   

脱テロ組織
停戦・和平・政治参加

グローバル

ローカル

作成：宮坂直史

地
下
組
織

領
域
支
配

アルカイダ型

通常型
（初期段階）

タリバン型

ISIL型

拡散拡散

分裂

分裂

イデオロギー
インフルエンサー
単独テロリスト
支援国家

① ②

④

③ ⑤
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分
類
で
き
る
。
筆
者
は
そ
れ
ら
を
〔
通
常
型
〕〔
タ
リ
バ
ン
型
〕〔
ア

ル
カ
イ
ダ
型
〕〔
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
型
〕
と
名
付
け
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
テ
ロ
組
織
が
ど
れ
か
に
収
ま
る
は
ず
で
あ

る
。
横
軸
と
縦
軸
は
程
度
を
表
す
。
例
え
ば
地
下
組
織
と
領
域
支
配

（
都
市
か
そ
れ
以
上
の
空
間
を
制
圧
）
の
間
に
は
、
訓
練
キ
ャ
ン
プ

な
ど
関
連
施
設
を
持
つ
テ
ロ
組
織
や
、
港
湾
や
空
港
な
ど
の
拠
点
を

制
圧
し
て
い
る
状
態
な
ど
が
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ
ー
バ
ル
の
間

に
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
あ
る
国
全
体
で
の
活
動
）
や
、
限
定
的
に
国

際
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。

　

テ
ロ
組
織
は
、
図
左
下
の
〔
通
常
型
〕、
つ
ま
り
一
国
内
で
活
動

す
る
非
合
法
な
地
下
組
織
か
ら
出
発
す
る
。
構
成
員
は
少
人
数
で
、

同
一
国
民
・
同
一
民
族
の
場
合
が
多
い
。
ほ
と
ん
ど
の
テ
ロ
組
織
、

ま
た
は
誕
生
間
も
な
い
組
織
は
こ
こ
に
収
ま
る
。
力
を
つ
け
る
と
集

会
や
拠
点
を
誇
示
す
る
よ
う
に
な
り
、
あ
る
程
度
の
期
間
が
経
つ
と

路
線
闘
争
な
ど
で
分
裂
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
で
も
〔
通
常
型
〕
に
収

ま
る
う
ち
は
、
テ
ロ
は
ま
だ
国
内
治
安
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
対
策
と

し
て
は
、
当
該
国
が
組
織
の
勢
力
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
法
執
行
措
置

な
ど
で
対
応
す
る
の
が
基
本
と
な
る
。

領
域
支
配
に
発
達
す
る
テ
ロ
組
織

　

し
か
し
、
政
府
が
封
じ
込
め
や
鎮
圧
に
失
敗
す
る
と
国
内
治
安
問

題
で
は
済
ま
な
く
な
る
。
支
配
領
域
を
拡
大
し
（
図
矢
印
①
）、〔
タ

リ
バ
ン
型
〕
と
化
す
。
実
際
の
タ
リ
バ
ン
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
突

如
登
場
し
て
か
ら
政
権
を
取
る
ま
で
の
短
期
間
と
、
二
〇
〇
一
年
に

掃
討
さ
れ
て
か
ら
今
夏
に
政
権
を
再
度
奪
取
す
る
ま
で
の
間
が
こ
の

象
限
に
収
ま
る
。近
年
の
例
で
は
、コ
ロ
ン
ビ
ア
革
命
軍（
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
が
政

府
と
和
平
合
意
に
達
す
る
ま
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
タ
ミ
ー
ル
・
イ
ー

ラ
ム
解
放
の
虎
（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
が
政
府
軍
に
よ
っ
て
壊
滅
さ
れ
る
ま

で
も
、
こ
こ
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
段
階
の
テ
ロ
組
織
は
、
海
外
の

諸
団
体
と
国
際
的
な
関
係
を
有
し
て
い
た
側
面
も
あ
る
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
と
言
え
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー

カ
ル
・
レ
ベ
ル
の
組
織
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
組
織
の
存
在
は
国
内
紛
争
の
長
期
化
を
も
た
ら
し
、
当
該

国
政
府
は
停
戦
・
和
平
交
渉
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て

テ
ロ
組
織
か
ら
政
党
・
政
治
勢
力
に
変
貌
す
る
こ
と
が
あ
る
（
図
矢

印
②
）。
そ
の
際
に
武
装
闘
争
の
継
続
を
望
む
一
派
に
よ
っ
て
組
織

が
分
裂
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
の
で
、
テ
ロ
は
一
気
に
は
な
く

な
ら
な
い
。
ま
た
、
テ
ロ
組
織
が
政
府
よ
り
も
優
勢
に
な
れ
ば
交
渉

な
ど
不
要
に
な
る
。
昔
風
に
言
え
ば
、
都
市
ゲ
リ
ラ
が
農
村
か
ら
立

ち
上
が
っ
て
首
都
を
包
囲
し
革
命
に
成
功
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

�

〔
タ
リ
バ
ン
型
〕
は
ロ
ー
カ
ル
で
あ
る
か
ら
、
他
国
に
遠
征
し
て
テ
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ロ
を
仕
掛
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
外
国
人
は
彼
ら
の
領
域
に

踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
被
害
に
遭
う
こ
と
も
少
な
い
が
、
現
地
政
府
に

よ
る
統
治
能
力
の
欠
如
、
も
し
く
は
破
綻
国
家
化
は
、
地
域
や
国
際

社
会
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
地
下
組
織
の
誕
生
と
増
殖

　

さ
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
テ
ロ
舞
台
の

主
役
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
が
ア
ル
カ
イ
ダ
で
あ
る
。
ア
ル
カ
イ
ダ

の
起
源
は
八
〇
年
代
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
に
結
集
し
た
ム
ジ
ャ

ヒ
デ
ィ
ー
ン
の
人
脈
が
元
と
さ
れ
る
が
、
九
〇
年
代
後
半
に
反
ユ
ダ

ヤ
・
反
十
字
軍
の
「
世
界
イ
ス
ラ
ム
戦
線
」
と
し
て
新
装
開
店
し
、

エ
ジ
プ
ト
の
ジ
ハ
ー
ド
団
ほ
か
パ
キ
ス
タ
ン
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

ロ
ー
カ
ル
四
団
体
の
幹
部
が
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
を
仰
ぐ
形

で
声
明
に
署
名
し
成
立
し
た
。こ
の
点
か
ら〔
通
常
型
〕テ
ロ
組
織（
の

一
部
）
が
合
流
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
の
が
ア
ル
カ
イ
ダ
な
の
で
あ

る
（
図
矢
印
③
）。
国
際
社
会
も
現
地
政
府
も
そ
の
動
き
の
一
端
を

捉
え
な
が
ら
も
、
何
ら
有
効
な
手
を
打
て
な
か
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
テ
ロ
組
織
は
、
構
成
員
の
出
身
が
多
国
籍
で

（
国
へ
の
帰
属
意
識
は
捨
て
て
い
る
の
で
無
国
籍
者
の
集
ま
り
と
も

い
え
る
）、
活
動
範
囲
は
世
界
に
及
ぶ
。
欧
米
の
よ
う
な
遠
い
敵
も

標
的
と
す
る
。
一
国
単
位
で
の
革
命
で
は
な
く
、
新
た
な
共
同
体
の

樹
立
を
目
指
す
。

　

そ
し
て
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
最
中
に
は
、
ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト
集

団
で
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
な
範
囲
で

活
動
し
て
い
た
〔
通
常
型
〕
組
織
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ
に
改
名
し
活

気
づ
き
、
そ
れ
が
領
域
支
配
に
至
っ
た
場
合
も
あ
る
（
図
矢
印
②
）。

一
九
七
〇
年
代
に
も「
赤
軍
」や「
ツ
パ
マ
ロ
ス
」（
元
は
ウ
ル
グ
ア
イ
）

を
勝
手
に
名
乗
る
グ
ル
ー
プ
が
各
地
で
現
れ
た
が
、
ア
ル
カ
イ
ダ
の

場
合
は
の
れ
ん
分
け
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
イ
エ
メ
ン
、
マ
グ
レ
ブ
諸
国
、
そ
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
や
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
多
大
な
脅
威
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

領
域
支
配
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
（
テ
ロ
）
カ
ン
パ
ニ
ー

�

〔
ア
ル
カ
イ
ダ
型
〕
が
さ
ら
に
発
展
し
た
も
の
が
〔
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
型
〕

で
あ
る
（
図
矢
印
④
）。
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
起
源
は
ヨ
ル
ダ
ン
人
の
ザ
ル

カ
ウ
ィ
一
派
で
あ
り
、
こ
れ
も
〔
通
常
型
〕
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
そ
の
後
イ
ラ
ク
を
拠
点
に
す
る
こ
と
で
〔
ア
ル
カ
イ
ダ
型
〕
に

進
化
し
、
さ
ら
に
イ
ラ
ク
政
府
の
統
治
能
力
欠
如
と
シ
リ
ア
内
戦
に

よ
っ
て
両
国
を
股
に
か
け
た
広
大
な
疑
似
国
家
に
変
貌
し
た
。
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｌ
は
国
家
と
し
て
の
運
営
に
は
行
き
詰
ま
っ
た
が
、
宣
伝
的
に
は

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
比
類
な
い
効
果
を
あ
げ
、
世
界
各
国
か
ら

四
万
も
の
“
人
材
”（
優
秀
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
）
を
集
め
た
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あ
た
り
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
テ
ッ
ク
・
カ
ン
パ
ニ
ー
さ
な
が
ら
で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
は
軍
事
的
に
敗
北
を
重
ね
領
域
支
配
を
失
い
、
宣
伝
活

動
中
心
の
地
下
組
織
に
戻
る
。
同
時
に
Ｉ
Ｓ
の
名
を
冠
し
た
ジ
ハ
ー

デ
ィ
ス
ト
組
織
を
世
界
に
移
植
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
〔
図
矢
印

⑤
〕。
多
く
は
〔
タ
リ
バ
ン
型
〕
と
し
て
一
国
内
や
地
域
で
主
に
活

動
し
、
旧
タ
リ
バ
ン
ほ
ど
広
域
で
は
な
い
が
限
定
的
に
拠
点
の
確
保

に
は
至
っ
て
い
る
（
Ｉ
Ｓ
シ
ナ
イ
州
、
Ｉ
Ｓ
ホ
ラ
サ
ン
州
、
Ｉ
Ｓ
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
な
ど
）。

　

将
来
も
、
広
大
な
領
域
支
配
を
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
が
、
地

下
組
織
か
ら
発
展
し
て
再
び
出
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

は
先
駆
者
に
す
ぎ
な
い
。

テ
ロ
組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
四
要
素

　

次
に
、
テ
ロ
組
織
に
共
通
す
る
土
台
と
、
活
性
化
の
要
素
を
挙
げ

て
お
き
た
い
。
図
で
は
中
心
部
破
線
の
囲
み
に
入
れ
た
。

　

ま
ず
何
よ
り
も
普
及
性
の
あ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
ま
た
は
教
義
）

で
あ
る
。
そ
れ
が
組
織
の
誕
生
や
拡
散
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
目
指

す
べ
き
国
家
ま
た
は
共
同
体—

—

「
カ
リ
フ
制
」「
イ
ス
ラ
ム
首
長

国
」
な
ど—

—

と
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め
の
闘
争
（
何
と
戦
う

の
か
）
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
。

　

次
に
、
国
境
を
超
え
て
テ
ロ
活
動
に
影
響
を
与
え
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
つ
の
時
代
に
も
い
た
が
、
今
世

紀
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
で
あ
り
、
従
来
と
は
伝
播

の
ス
ピ
ー
ド
も
拡
散
の
広
が
り
も
格
段
の
違
い
が
あ
る
。
最
も
傑
出

し
た
人
物
は
ア
ン
ワ
ル
・
ア
ウ
ラ
キ
で
あ
ろ
う
。
米
国
生
ま
れ
で
米

国
育
ち
の
ア
ウ
ラ
キ
は
両
親
が
イ
エ
メ
ン
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
二

重
国
籍
保
有
者
で
あ
り
、
晩
年
は
「
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ
イ

ダ
」
の
幹
部
と
な
っ
て
い
た
。
ア
ウ
ラ
キ
の
影
響
力
は
英
語
圏
で
の

ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト
増
殖
に
一
役
買
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
テ
ロ
実

行
犯
の
多
く
が
、
彼
の
デ
ジ
タ
ル
で
の
説
教
や
電
話
で
の
会
話
に
感

化
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
た
。

　

第
三
に
、
組
織
未
加
入
の
単
独
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら

も
デ
ジ
タ
ル
を
利
用
し
て
自
ら
の
主
張
や
映
像
を
発
信
す
る
。
自
称

ジ
ハ
ー
デ
ィ
ス
ト
の
単
独
犯
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
が
自
分
た
ち
の

戦
士
で
あ
る
と
、い
わ
ば
「
公
認
」
す
る
よ
う
な
こ
と
も
相
次
い
だ
。

組
織
が
テ
ロ
の
や
り
方
を
オ
ン
ラ
イ
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
で
指
南
し
、

実
際
に
行
っ
た
人
物
を
持
ち
上
げ
て
自
ら
の
影
響
力
を
素
早
く
誇
示

す
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
も
最
近
起
き
て
い
る
。

　

最
後
に
、
国
家
に
よ
る
テ
ロ
支
援
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
全
盛

期
と
は
異
な
る
が
潰
え
て
い
な
い
。
そ
の
脅
威
は
や
は
り
武
器
の
供

与
に
な
る
だ
ろ
う
。
イ
エ
メ
ン
の
フ
ー
シ
派
は
ド
ロ
ー
ン
や
ミ
サ
イ

ル
を
使
っ
て
何
度
も
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
イ
ン
フ
ラ
を
的
確
に
攻
撃
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し
て
世
界
を
驚
か
せ
た
。
こ
れ
は
自
家
製
開
発
と
か
、
戦
場
で
鹵ろ

獲か
く

し
た
兵
器
の
使
い
回
し
で
は
な
い
。
そ
し
て
、Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
（
化
学
剤
、

生
物
剤
、
放
射
性
物
質
、
核
兵
器
）
の
使
用
も
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

テ
ロ
リ
ス
ト
が
自
家
製
で
こ
れ
ら
を
製
造
す
る
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
や

北
朝
鮮
に
よ
る
近
年
の
暗
殺
事
案
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
国
家
支
援

が
あ
っ
た
ほ
う
が
殺
傷
力
に
確
実
性
が
増
す
か
ら
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
極
右
テ
ロ
の
国
際
化

　

近
年
の
国
際
テ
ロ
の
動
向
と
し
て
、
欧
米
に
お
け
る
極
右
の
台
頭

が
あ
る
。
極
右
テ
ロ
と
言
え
ば
小
規
模
な
地
下
組
織
で
、
ロ
ー
カ
ル

な
活
動
を
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
欧
米
の
ネ

オ
フ
ァ
シ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
の
間
で
は
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
言
え
ば
左
翼
の
代
名
詞
で
、

極
右
は
た
だ
国
内
で
吠
え
て
い
る
だ
け
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
だ

ろ
う
。
だ
が
そ
の
通
念
は
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
ま
や
一
部
の
極
右
は
国
際
的
に
連
携
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
白

人
至
上
主
義
者
「
ロ
シ
ア
帝
国
運
動
」
が
運
営
す
る
訓
練
キ
ャ
ン
プ

に
は
欧
米
各
国
か
ら
人
が
集
ま
り
、「
ア
ト
ム
ヴ
ァ
ッ
フ
ェ
ン
・
デ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
（
核
兵
器
師
団
）」
は
欧
米
各
国
に
連
携
組
織
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
な
つ
な
が
り
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
こ
そ

縦
横
無
尽
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
部
の
極
右
は
領
域
支
配
（
分
離
独
立
国
家
）
を
夢
見

て
い
る
。
そ
れ
が
実
現
し
な
い
の
は
、
極
右
組
織
の
活
動
拠
点
が
欧

米
の
民
主
主
義
国
家
に
あ
り
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
一
部
の
国
の

よ
う
に
破
綻
国
家
で
は
な
い
か
ら
だ
。
た
だ
し
、
極
右
の
「
同
じ
生

活
空
間
で
多
様
性
を
認
め
た
く
な
い
」と
い
う
思
想
信
条
の
通
底
は
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
と
同
質
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

も
し
欧
米
諸
国
の
自
国
内
で
の
領
域
統
治
能
力
が
将
来
揺
ら
ぐ
こ
と

に
な
れ
ば
、
極
右
版
の
〔
ア
ル
カ
イ
ダ
型
〕〔
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
型
〕
テ
ロ

組
織
が
出
現
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

極
右
は
各
国
で
必
ず
し
も
非
合
法
な
テ
ロ
組
織
と
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
組
織
は
過
激
思
想
の
散
布
こ
そ
す
る
が
、
実
際
の
テ

ロ
は
組
織
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
個
々
人
が
受
け
持
つ
自
然
分
業
も
目

立
つ
。近
年
の
大
き
な
極
右
テ
ロ
事
件
は
単
独
犯
が
起
こ
し
て
い
る
。

し
か
も
長
文
の
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
ネ
ッ
ト
上
に
残
す
こ
と
で
、

そ
れ
に
共
感
し
て
テ
ロ
を
起
こ
す
者
が
続
い
て
い
る
。
無
名
の
一
個

人
が
一
夜
に
し
て
同
好
の
士
の
間
で
カ
リ
ス
マ
に
な
る
の
だ
。
そ
の

最
大
の
例
が
ア
ン
ネ
シ
ュ
・
ブ
レ
イ
ビ
ク
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
）
と
ブ

レ
ン
ト
ン
・
タ
ラ
ン
ト
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
）
で
あ
る
。

消
火
方
法
の
誤
り
を
正
せ
る
か

　

テ
ロ
組
織
が
変
貌
し
た
り
再
生
産
さ
れ
た
り
す
る
の
は
、
対
処
す



カブール陥落の衝撃

77

る
国
家
の
側
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
が
引
き
起

こ
す
「
火
災
」
に
対
し
て
、焦
り
や
驕
り
か
ら
誤
っ
た
消
火
方
法
（
軍

事
力
行
使
）
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

単
独
の
テ
ロ
事
件
に
対
し
て
い
ち
い
ち
軍
事
力
で
報
復
す
る
の

は
、
台
所
の
天
ぷ
ら
油
火
災
に
バ
ケ
ツ
で
水
を
か
け
る
よ
う
な
も
の

だ
。
爆
発
に
よ
っ
て
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
。
大
規
模
な
テ
ロ

組
織
に
対
し
て
空
爆
だ
け
を
す
る
の
は
、
家
全
体
が
燃
え
上
が
っ
て

か
ら
消
火
器
を
噴
射
す
る
よ
う
な
も
の
で
効
果
が
な
い
。
地
上
戦
に

踏
み
込
む
覚
悟
が
な
け
れ
ば
、相
手
は
逃
げ
て
し
ま
う
だ
け
で
あ
る
。

消
火
器
で
鎮
火
さ
せ
た
つ
も
り
で
そ
の
場
を
立
ち
去
っ
て
も
、
火
種

は
後
か
ら
再
燃
す
る
。
米
国
の
イ
ラ
ク
で
の
対
テ
ロ
・
反
乱
鎮
圧
は

こ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
テ
ロ
多
発
国
で
は
自
力
で
ボ
ヤ
を
消
す
こ
と
が
で

き
な
い
ば
か
り
か
、政
治
家
や
治
安
部
隊
要
員
の
汚
職
、腐
敗
に
よ
っ

て
放
火
の
手
助
け
を
す
る
よ
う
な
国
も
散
見
さ
れ
る
。

　

い
か
な
る
テ
ロ
リ
ス
ト
も
国
家
に
は
無
策
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い

か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
過
剰
反
応
を
引
き
出
し
た
い
。
だ
が
、
軍
事

力
行
使
に
踏
み
込
め
ば
、
た
と
え
精
密
誘
導
で
あ
っ
て
も
一
般
市
民

を
巻
き
込
む
リ
ス
ク
が
あ
り
「
侵
略
軍
」
へ
の
憎
悪
が
湧
き
上
が
る
。

ま
た
、
国
内
で
テ
ロ
リ
ス
ト
を
あ
ぶ
り
出
す
た
め
の
規
制
や
監
視
の

強
化
は
国
民
の
反
発
を
招
く
。
テ
ロ
非
難
が
い
つ
の
ま
に
か
政
府
へ

の
非
難
に
転
換
し
、
人
心
の
離
脱
が
起
き
る
。
そ
し
て
、
中
長
期
的

に
国
が
弱
体
化
す
る
。

　

テ
ロ
組
織
は
〔
通
常
型
〕
の
う
ち
に
各
国
が
対
処
し
潰
さ
ね
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
〔
タ
リ
バ
ン
型
〕
と
化
し
た

ら
、
政
府
は
ま
だ
体
力
の
あ
る
う
ち
に
和
平
に
持
ち
込
ま
ね
ば
な
ら

な
い
。〔
ア
ル
カ
イ
ダ
型
〕〔
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
型
〕
に
は
国
際
的
な
封
じ
込

め
で
燃
焼
し
終
わ
る
の
を
待
つ
ほ
う
が
賢
明
の
よ
う
に
思
う
。
そ
の

た
め
に
は
各
国
の
対
テ
ロ
措
置
が
過
剰
で
も
無
策
で
も
な
く
、
適
切

に
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
際
機
関
や
地
域
機
構
な
ど
が
テ
ロ
組
織
の

形
態
に
応
じ
た
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
示
し
、
取
り
組
む
し
か

な
い
。
政
府
や
治
安
部
隊
の
汚
職
が
蔓
延
す
る
国
で
は
、
ま
ず
は
、

そ
れ
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、
対
テ
ロ
対
策
な
ど
お
ぼ
つ
か
な
い
。

　

本
稿
で
示
し
た
テ
ロ
組
織
の
四
タ
イ
プ
は
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
だ
け

に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
次
世
代
に
も
必
ず
新
た
な
組
織
が

現
れ
変
化
し
て
い
く
。「
対
テ
ロ
戦
争
」
二
〇
年
間
で
、
米
国
は
戦

費
総
額
八
兆
ド
ル
、
各
国
で
総
計
九
〇
万
人
前
後
の
犠
牲
者
と
い
う

膨
大
な
コ
ス
ト
を
払
っ
て
、国
際
的
に
自
ら
の
信
用
度
を
低
下
さ
せ
、

多
数
の
テ
ロ
組
織
を
残
し
た
ま
ま
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
み
な
ら
ず
主

戦
場
か
ら
退
場
し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
は
何
も

終
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
早
急
に
教
訓
を
導
き
、
明
日
に
活
か

さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
●




